京都市立○○小学校　　　　　２年○組（男子○○名　女子○○名　計○○名）　　　　　体育科学習指導案

平成○○年○月○○日～○月○○日　　　　６時間計画　　　　　場所　体育館　　　　　指導者　○○　○
１．単　元　　　とびばこあそび

２．運動の特性

（1） 一般的特性

いろいろな跳び越し方で，大きさ・高さ・向き・踏切板の位置の違う跳び箱を跳び越すことに挑戦して楽しむ運動である。

（２）子どもの実態

　・クラス全員が体育の学習が好きである。

　・とびばこあそびの学習が好きな子は，○○名いる。

　・とびばこあそびの学習が嫌いな子は，○名いる。

・好きな理由は，「とぶのが楽しい」「とべたらうれしい」「できるようになるとうれしい」がある。

・嫌いな理由は，「落ちたら痛い」「おしりや足をぶつけると痛い」「こけるから」がある。

　・ほとんどの子が１年生で学習したとびばこあそびが楽しかったと思っている。　

・しっかりめあてをもっている子と場や動きを楽しんでいるだけでめあてをもてない子がいる。

・男女が仲良く活動できる。

・励まし合ったり応援したりして活動できる子がいる。

　・グループの友達と協力して準備ができる。

（３）子どもから見た特性

・少しがんばればできそうな跳び越し方に挑戦することが楽しい運動である。

・自分のできる跳び越し方で高さや踏切板の距離に挑戦することが楽しい運動である。

・できそうな跳び越し方に挑戦したり，跳び越すことができそうな高さに挑戦したりして，できるように　　なることが楽しい運動である。

・自分ができるようになりたい跳び越し方や高さができるようになったときがとても嬉しいと感じる運動である。

・自分にできる跳び越し方が増えていくと楽しい運動になる。

・跳び越す瞬間や，着地を決めたときの気持ちよさを感じられると楽しい運動になる。

・友だちと教え合ったり励まし合ったりして取り組むと楽しい運動になる。

・安全に気をつけて活動できると楽しい運動になる。

３．学習のねらいとみちすじ

　（１）学習のねらい　

　　　いろいろな跳び箱の場で，いろいろな跳び越し方に挑戦したり，自分のできる跳び越し方で高さや踏切板の距離の違う跳び箱に挑戦したりして楽しむ。

（２）みちすじ　

　　　　ねらい①　いろいろな跳び箱の場で，いろいろな跳び越し方に挑戦して楽しむ。

　　　　ねらい②　自分のできる跳び越し方で，高さや踏切板の距離の違う跳び箱を跳び越すことに挑戦して楽しむ。

（３）時間の使い方

	１
	２
	③
	４
	５
	６

	はじめ
	
	
	
	
	

	
	ねらい①
	
	
	ねらい②
	

	
	
	
	
	
	まとめ


４．学習活動と指導・支援（４５分×６）　　　　　　　　　　　　　　　　

	時間
	学　習　の　ね　ら　い　と　活　動
	指　導　・　支　援
	評価の重点
	評価の視点

(評価方法）

	
	
	
	関
	思
	技
	

	は　じ　め

30

分
	・学習のねらいとみちすじを知り，学習の見通しをもつ。

・安全に行うための約束，学習カードの使い方について知る。

・跳び越すときのためのポイント「踏み切り，着手，着地」を知る。

・体ならしの方法を知り，体ならしをする。
	○場の準備がしやすいように体育館の床にテープで印をつけておく。

○踏み切り，着手，着地の気をつけるポイントを掲示しておく。
	○
	
	
	・用具の持ち運び
　方など，場作り
　の仕方がわか　
　り，友達と協力
　して準備(後片付
　け）している。
　－毎時－(観察）

	な　か

　　　　

15

分

・　45

分

×　４

・　

30

分
	○ねらい①の学習の仕方について知る。
ねらい１の活動をする。
○いろいろな跳び箱の場で，いろいろな跳び越し方に挑戦して楽しむ。

＜活動例＞　　　　　　　　　

・小さい跳び箱の場･･･横開脚跳び･横かかえこみ跳び

・段差のある場(縦)･･･縦開脚跳び･台上前転　

縦かかえこみ跳び　　　　　　

・段差のある場(横)･･･横開脚跳び･横かかえこみ跳び

・みぞのある場･･･台上前転･縦かかえこみ跳び

・広い場･･･台上前転

・ゴムの場･･･横かかえこみ跳び　　　　　　　

・ウレタンマットの場(縦)･･･縦開脚跳び･台上前転

縦かかえこみ跳び

・ウレタンマットの場(横)･･･横跳びこし･

横開脚跳び･横かかえこみ跳び

・ウレタンマット３枚の場(横)･･･横かかえこみ跳び　　

・たしかめの場(縦)･･･縦開脚跳び・台上前転

縦かかえこみ跳び

・たしかめの場(横)･･･横跳びこし・横開脚跳び

横かかえこみ跳び

○ねらい②の学習の仕方について知る。

ねらい２の活動

○自分のできる跳び越し方で高さや踏切板の距離に挑戦して楽しむ。

＜活動例＞

【高さ】３段～６段

【距離】２０cm～４０cm

【飛び越し方】横跳び越し

縦・横開脚跳び

縦・横かかえこみ跳び

台上前転

＊３回できたらシールをはる。
	○場の安全を確かめる。

○跳び越した子どもが安全を確認して，次の人に合図を送るようにする。

○踏み切り，着手，着地の気をつけるポイントを指導する。

・両足で踏切板を「バン!!」となるように思い切って踏み切る。

・指を開いて，両手を同時　「パ！」と跳び箱の前のほうに着手する。

・膝を曲げて「ピタ！」と止まれるように着地する。

○自分の力にあった活動ができていない子どもには，一緒にカードを見て挑戦する跳び越し方や場を確かめる。

○初めてできたときは，子どもと一緒に喜びほめることで，自信を待たせるようにして，次の意欲につながるようにする。

○友達同士の励まし合ったり，教え合う姿があれば，その場でほめたり，毎時のまとめでとりあげたりして，友達と関わりながら学習していくことの良さに気付けるようにする。
	○

○

○
	○

○
	○

○
	・安全に気を付け
　きまりを守って
　活動している。
　（観察）
・自分のできそう　な跳び越し方や場を選び，めあてを決めて活動している。

（観察・カード）

・進んで跳び箱あ
　そびに取り組ん
　でいる。（観察）
・７～10種類の跳　び越し方ができる。

（観察・カード）
・できる跳び越し　方で高さに挑戦　している。　　　　

（観察・カード）
・友達を協力し合
　ったり励まし合

ったりして活動

している。(観察)・自分のめあてと
した高さや踏切板の距離の違う跳び箱を跳び越すことができる。　　　　（観察･カード）

	ま　と　め

15

分
	○カードをもとに単元を振り返り，次のようなことをまとめ，発表し合う。

・頑張ったこと，楽しかったこと。

・できるようになってきたこと。

・友達と一緒に頑張って活動したこと。
	○めあてをもって頑張って取り組む大切さと友達と一緒に頑張る大切さに気付くようにする。
	○
	
	
	・自分や友達の活

　動を振り返り，工夫や努力を大切にしようとする。

（観察･相互評価）


５．本時のねらい

　　いろいろな跳び箱の場で，いろいろな跳び越し方に挑戦して楽しむ。

６．本時の学習活動と指導・支援（第３時）

	時間
	学　習　の　ね　ら　い　と　活　動
	指　導　・　支　援
	評価の重点
	評価の視点

（評価の方法）

	
	
	
	関
	思
	技
	

	は　じ　め

10分
	○活動の準備をする。

　グループでねらい①の場を準備する。

○集合し，自分のめあてを確かめる。

○体ならしをする。
	○跳び越すためのポイン　ト『踏み切り「バン!!」，着手「パ!」，着地「ピタッ!」』を確認する。

○友達と一緒に頑張ることを確かめる。
	
	
	
	

	な

か

28

分
	ねらい１の活動をする。
○いろいろな跳び箱の場で，いろいろな跳び越し方に挑戦して楽しむ。

＜活動例＞　　　　　　　　　

・小さい跳び箱の場･･･横開脚跳び･横かかえこみ跳び

・段差のある場(縦)･･･縦開脚跳び･台上前転　

縦かかえこみ跳び　　　　　　

・段差のある場(横)･･･横開脚跳び･横かかえこみ跳び

・みぞのある場･･･台上前転･縦かかえこみ跳び

・広い場･･･台上前転

・ゴムの場･･･横かかえこみ跳び　　　　　　　

・ウレタンマットの場(縦)･･･縦開脚跳び･台上前転

縦かかえこみ跳び

・ウレタンマットの場(横)･･･横跳びこし･

横開脚跳び･横かかえこみ跳び

・ウレタンマット３枚の場(横)･･･横かかえこみ跳び　　

・たしかめの場(縦)･･･縦開脚跳び・台上前転

縦かかえこみ跳び

・たしかめの場(横)･･･横跳びこし・横開脚跳び

横かかえこみ跳び

＊３回とべたらシールをはる。


	○自分の力に合った活動ができていない○児○児○児○児には，一緒に学習カードを見て挑戦する跳び越し方・場を確認する。

○台上前転に挑戦している子に思い切った踏み切りとあごを引いてまるまるように助言する。

○かかえこみ跳びに挑戦している子に思い切って前に手を着くこと膝を胸に着けるように助言する。

○踏み切り，着手，着地が確実にできていない子どもには，その大切さを知らせる。

○踏み切り，着手，着地などを意識してがんばっていることを拾い上げ本人に返して自信が持てるようにする。

○友達同士の励まし合い，教え合いがあれば，その場でほめ，友達と関わりながら学習していくことの良さに気付けるようにする。
	
	○
	○
	・自分のできそう　な跳び越し方や場を選び，めあてを決めて活動している。

（観察・カード）

・７～10種類の跳　び越し方ができる。

（観察・カード）

	ま　と　め

７

分
	○今日の学習を振り返る。

・頑張ったこと，楽しかったこと。

・できるようになってきたこと。

・友達と一緒に頑張って活動したこと。
	○踏み切り，着手，着地を意識して頑張ることや友達と励まし合ったり教え合ったりすることの大切さに気付けるようにする。
	
	
	
	











